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論文内容の要旨
(目的)
1. 尿中 FDP (fibrin/fibrinogen degradation products )の勝脱腫蕩における診断的意義を検討した。
尿中 FDP の由来を検討した。勝脱腫場周辺部のフィプリン沈着様式を検討した。
2. BBN 誘発ラット勝脱腫虜の生育に対する線溶促進剤と抗線溶剤の効果を検討した。
(方法)
1. 勝脱瞳傷患者44例の血中フィブリノーゲン値 血中 FDP 値および尿中 FDP値を対照群 120 例と
比較検討した。勝脱腫蕩患者 4 例の切除標本!CFITC 標識抗ヒトフィブリノーゲン血清を用い，組織
化学的にフィプリン沈着状態を検討した。
2. 0.025 % BBN水溶液を 8 週間投与した low grade , low stage の誘発ラット勝脱腫場に対し，トラネ
キサム酸群，ウロキナーゼ群， Tegafur 群， Tegafur +トラネキサム酸群および~Tegafur +ウロキナ
ーゼ群の各薬剤投与群別に，対照群とともに腫蕩の生育状態を比較検討した。また， 0.05% BBN 水
楼液を20週間投与した high grade , high stage の誘発ラット勝脱腫虜に対し， トラネキサム酸群，
FOY-305 群， Tegafur +トラネキサム酸群および Tegafur +ウロキナーゼ群の各薬剤投与群別に腫
蕩の生育状態を比較検討した。
(成績)
1. 勝脱腫虜患者群(以下BT 群)と対照群の尿中 FDP 値は両群において血尿および膿尿の程度と正
の相闘を示すこと しかし 同程度の血・膿尿であれば尿中 FDP 値は常に BT 群において高値であ
ることから，尿中 FDP は血・膿尿に強く影響されるが，腫虜由来のものも含まれることが判明した。
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高度の血・膿尿を除けば，尿中値 2.5μg /m1 以上の陽性率は対照群で 9.1 5ちであるのに対し， BT 群
で 65.55ぢと高い診断率を示した。また，尿細胞診とも高度の相関関係が示され，手術前後の尿中 FDP
値の推移も極めて明確な結果であった。血中フィブリノーゲン値と血中 FDP 値との相関関係は認め
ず，尿中 FDP の由来は血中の凝固線溶異常の反映ではなく，腫虜局所からの漏出に求められた。
FITC 標識抗ヒトフィブリノーゲン血清を用いた腫虜のフィプリン染色では，フィプリン沈着は主と
して high grade の腫虜の深部浸潤部に著明なフィプリン沈着が認められる傾向があった。
2. low grade , low stage の BBN 誘発ラット勝脱腫虜における各薬剤投与群の腫蕩の発生率と大きさ
の比較検討から， トラネキサム酸は腫蕩生育抑制効果が，またウロキナーゼは生育助長効果が示唆さ
れ， Tegafur +トラネキサム酸は生育助長効果， Tegafur+ ウロキナーゼは生育抑制効果が示唆され
た。即ち，腫場周辺部のフィプリン沈着は腫蕩の生育を抑制するように機能する一方で，制癌剤の腫
蕩組織への浸透に対して，阻害的に作用していることを示唆するものと考えられた。
high grade , high stageの誘発勝脱腫療における各薬剤の効果の比較では， トラネキサム酸， Tegｭ
afurとも無効であったのに対し， FOY-305 群では high grade の腫蕩を比較的 low stage に抑制し
ている傾向が示唆された。
(総括)
1. 尿中 FDP は勝脱腫場のマーカーとして有用であることが示唆された。尿中 FDP は腫蕩局所から
漏出するものと考えられた。勝脱腫虜の周辺間質組織に強いフィプリン沈着を認め，特にhigh grade 
の腫蕩の深部浸潤部位に高度のフィプリン沈着をきたす傾向を認めた。
2. BBN 誘発ラット腸脱腫虜に対しては， BBN 少量投与による low grade , low stage の場合，腫場周
辺部のフィプリン沈着が腫虜に対して防御的に機能する一方，制癌剤の腫蕩組織への浸透性に対し阻
害的であることが示唆されたo BBN 大量投与による high grade , high stage の腫蕩に対しては.抗線
溶剤は無効であった。
論文の審査結果の要旨
勝脱腫蕩患者尿中 FDP が臨床的l乙腫蕩マーカーとして有用である乙とを示すと共に，乙れが腫場周
辺部iと沈着したフィプリン由来である乙とを組織化学的に証明した。次いで BBN 誘発ラット跨脱腫虜
に対し線溶促進剤および抗線溶剤を投与して腫蕩の生育状態に及ぼす効果を検討した結果，抗線溶剤は
腫療の生育を抑制するのに対し，線溶促進剤はこれを助長する乙とが明らかとなった。また制癌剤との
併用実験では逆の効果が認められた。以上より腫場周辺部のフィプリン沈着は腫蕩の生育に対し抑制的
に機能する一方，制癌剤の組織への浸透性に対し阻害的である乙とが示唆されたもので，勝脱腫虜の性
質および注入療法を考慮する上で大きな価値がある。
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